
 

 

 

 

 

 

 

2022 年度 海洋・港湾構造物設計士補 資格認定試験 
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本解答例は、港湾・構造物設計士会（DEMPHIS 会）に所属する有志（有資格者）が本資 

格の普及を目的として、独自に作成したものです。本資格認定機関である（一財）沿岸技 

術研究センター（CDIT）が公式に発表したものではありません。従って、本解答例が正解 

を保証するものではないことをあらかじめご承知置きの上、ご活用下さい。 
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設問番号 問題１ 

解答例  ① 

解 説 参考文献 

(１)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P16 参照 

(２)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P19 参照 

(３)記載のとおりであり、省令において施設の種類ごとに定められてい

る。（〇） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P19 参照 

(４) 記載のとおりである。（〇） 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P22 参照 

以上より、不適切な記述は０であり、①が最も適当である。 
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設問番号 問題２ 

解答例  ③ 

解 説 参考文献 

(ア)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P46 参照 

(イ)既存施設の改良では、既存施設の一部または全部を利用することに

なるが、利用する既存部材等の劣化や損傷の程度、保有する性能の

低下の程度により、改良工法や改良断面の選択の幅が大きく変わり、

改良工事の工費等に大きな影響を及ぼす。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P47 参照 

(ウ)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P50 参照 

(４) 記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P50 参照 

以上より、③の「〇×○○」が最も適当である。 
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設問番号 問題３ 

解答例 ①又は⑤ 

解 説 参考文献 

(１)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P16 参照 

(２)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P56 参照 

(３)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P57 参照 

(４)港湾基準には、「作業用船舶の回航費、作業工程及び工費との兼ね合

いなどを調達時に検討する」と記載されており、設計時ではないため

誤っている。（×） 

 但し、港湾基準の記載は確かに上記のとおりであるが、ケーソンの細

部設計のように、在場調査の結果から作業船（大型起重機船、ＦＤ）を

想定して、製作するケーソンの重量（１函の長さ）や吊枠等の付帯構

造物を検討することもあるので、「設計時に検討する」は記載のとおり

である（〇）、という判断もある。 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P60 参照 

以上より、⑤の「〇〇〇×」と①の「〇〇〇〇」が適当となる。 
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設問番号 問題４ 

解答例  ② 

解 説 参考文献 

(１) 港湾工事共通仕様書では、「工事数量総括表は特記仕様書の一部、

入札説明書は現場説明書の一部とみなし、それぞれ設計図書に含まれる

ものとする。」とされているため誤っている。（×） 

港湾工事共通仕様書（令和 3

年 3 月）：国土交通省 港湾

局，１．港湾工事共通仕様書

(本編) P1-19 参照 

(２)記載のとおりである。（〇） 港湾工事共通仕様書（令和 3

年 3 月）：国土交通省 港湾

局，１．港湾工事共通仕様書

(本編) P1-20 参照 

(３)記載のとおりである。（〇） 港湾工事共通仕様書（令和 3

年 3 月）：国土交通省 港湾

局，１．港湾工事共通仕様書

(本編) P1-26 参照 

(４) 記載のとおりである。（〇） 

   

港湾工事共通仕様書（令和 3

年 3 月）：国土交通省 港湾

局，１．港湾工事共通仕様書

(本編) P1-30 参照 

以上より、②の「×〇〇〇」が最も適当である。 
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設問番号 問題５ 

解答例  ② 

解 説 参考文献 

(１)記載のとおりである（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P206 5 津波(1) 参照 

(２)「海底地形で屈折することなく湾奥に到達し～」とあるが、津波は

沿岸で伝播する過程において、風波と同様に、浅水変形や屈折などの変形

をすることから、不適当である。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P207 5 津波(4) 参照 

(３)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P208 5 津波(6) 参照 

(４)記載のとおりである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P207 5 津波(2) 参照 

以上より、不適当な記述は１つ（イ）であり、②が最も適当である。 
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設問番号 問題６ 

解答例  ④ 

解 説 参考文献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記より、各々にあてはまる値は、（ア）＝1/2、（イ）＝1/4 である。 

港湾の施設の技術

上の基準・同解説

（平成 30 年 5月）

P207～P208 5 津波

(4)② 参照 

以上より、（ア）（イ）に当てはまる値の組合せとして、④が適当である。 
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設問番号 問題７ 

解答例  ⑤ 

解 説 参考文献 

(ア)周期分布については、波高ような一般形は存在しない。（×） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P136 参照 

(イ)成分波のエネルギーの割合を示したものが波の周波数スペクトル

で、性能照査では海域の特性に応じたスペクトル形を用いるべきである。

（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P136 参照 

(ウ)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P138 参照 

(エ) 記載のとおりである。（〇） 

   

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P138 参照 

以上より、⑤の「× × 〇 〇」が最も適当である。 

 

  

2022年度　海洋・港湾構造物設計士補　資格認定試験　解答例
　　　　　　　　　　　　　　　　海洋・港湾構造物設計士会

14/70



2022年度　海洋・港湾構造物設計士補　資格認定試験　解答例
　　　　　　　　　　　　　　　　海洋・港湾構造物設計士会

15/70



設問番号 問題８ 

解答例  ③ 

解 説 参考文献 

(ア) 記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P158 参照 

(イ)海底勾配の影響も受ける。（×） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P159～P162 参照 

(ウ)汀線近傍の水位上昇量は、海底勾配が同じであれば、波形勾配が小

さいほど顕著である。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P178 参照 

(エ) 記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P178 参照 

以上より、③の「〇××〇」が最も適当である。 
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設問番号 問題９ 

解答例  ① 

解 説 参考文献 

 

 

 

 

 

 

 

上式を変換した下式に代入して求める。なお、両面排水条件のため、最

大排水距離 H は層厚の半分とする。 

 

𝑐 െ◌ൗ
𝐻 ･𝑇   

𝑡  
െ◌ൗ

0.0086 ･0.848
372

െ◌ൗ1.6 9ൈ◌ 10   ሺ𝑚 ሻ/𝑠  

 

＜別解＞ 

①はδを大にすると、Ｐが大きくなる。（×） 

③はφを大にすると、分子が小さくなり、Ｐが小さくなる。（×） 

④は式にδがない。(×） 

⑤はδを 0にすると、Ｐが小さくなる。（×） 

 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説、p.320 

以上より、①が最も適当である。 
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設問番号 問題１０ 

解答例  ③ 

解 説 参考文献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圧密終了時の非排水せん断強さの増分は、有効土被り圧に圧密圧力増

分を加えたものから圧密降伏応力を引いたものに強度増加率を乗じて求め

る。これを現状の非排水せん断強さに加えることで圧密終了時の非排水せ

ん断強さを求める。 

 

cu = cu +m×(σ'v0+Δp－pc)  

= cu +m×(σ'v0+Δp－OCR×σ'v0)  

= 50+{50/(130×1.7)}×(130+150－1.7×130) = 63.3 kN/m2 

ここで、m = cu/pc = cu/(OCR×σ'v0) 

 

ただし、本問題では正規圧密状態の強度増加率を求めるため、下式でも

求められる。 

 

cu = m×(σ'v0+Δp) 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説、p.333 

以上より、③が最も適当である。 
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設問番号 問題１１ 

解答例  ② 

解 説 参考文献 

地盤内に「直線すべり面」を設定して、「力のつり合い」よりクーロンの主働土圧を算定

する。 

α=ζ-φ 

三 角 形 の 内 角 の 和 が

180 度より 

α+β+(90-δ)=180 

β=90-α+δ 

 =90-ζ+φ+δ 

正弦定理より、 

P

ሺsin αሻ
െ◌ൗ

W

ሺsin βሻ
 

 

港湾の施設の技術

上 の 基 準 ・ 同 解

説、p.350 

െ◌ൗP
ሺWsin αሻ

ሺsin βሻ
െ◌ൗ

ሺWsin 𝜁ｰ ሻ𝜑

ሺsin 90 ｰ �𝜁 𝜑 � 𝛿ሻ
െ◌ൗ

ሺWsin 𝜁ｰ ሻ𝜑

ሺcos ｰ �𝜁 𝜑 � 𝛿ሻ
െ◌ൗ

ሺWsin 𝜁ｰ ሻ𝜑
ሺ ሻെ◌ െ◌cos 𝜁 𝜑 𝛿

 

 

 

 

以上より、②が最も適当である。 

 

 

  

ζ

ＷＲ

Ｐ

α
φ

β

δ
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設問番号 問題１２ 

解答例  ③ 

解 説 参考文献 

(１) 記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P367～368 参照 

(２) サイト特性に関し、地震基盤上に薄い堆積層がある場所では、堆積

層の固有周期が短く、短周期成分の卓越した地震となりやすいため、

誤っている。（×） 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P367 参照 

(３)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P366 参照 

以上より、③の「〇×〇」が最も適当である。 
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設問番号 問題１３ 

解答例  ④ 

解 説 参考文献 

港湾基準に以下のような記載があるため、（ア）は特殊土、（イ）は粒度と

Ｎ値、（ウ）は一般の土、（エ）は繰返し三軸試験である。 

 

 

 

 

 

 

 

港湾の施設の技術上の基

準・同解説（平成 30年 5月）

P416 参照 

以上より、適切な記述は④である。 
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設問番号 問題１4 

解答例  ③ 

解 説 参考文献 

(ア)鋼と鋳鋼の単位体積重量は 77.0kN/m3のため、誤りである。（×） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P447 参照 

(イ)記載のとおりである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P446 参照 

(ウ)記載のとおりである。(○) 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P456 参照 

(エ)積もった雪は静的な荷重で積載荷重のため、誤りである。（×） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P446 参照 

以上より、以上より、③の「×〇○×」が最も適当である。 
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設問番号 問題１５ 

解答例  ① 

解 説 参考文献 

設問の和訳は、以下のとおりである。 

次の３つの文は、コンクリート材料の劣化について説明している。正しい場合は○、間

違っている場合は×の最も適切な組合せを選択せよ。 

 

 

 

a)の和訳は「コンクリートが海水に暴露すると、海水中の硫酸イオンがセメント水和物

と反応してエトリンガイトを生成し、コンクリートのひび割れを引き起こす可能性があ

る。」とあることから正しい○である。 

港湾の施設の

技 術 上 の 基

準・同解説（平

成 30 年 5月）

P482 参照 

b)の和訳は「コンクリートに反応性骨材を使用した場合、セメント中のアルカリと骨材

が化学反応を起こし、コンクリートに異常なひび割れが発生することがある。」とあるこ

とから正しい○である。 

 

港湾の施設の

技 術 上 の 基

準・同解説（平

成 30 年 5月）

P482 参照 

c)の和訳は「鉄筋コンクリートが海水に暴露すると、コンクリートに浸透した塩化物イ

オンがコンクリートに埋め込まれた鉄筋を腐食させる。」とあることから正しい○であ

る。 

港湾の施設の

技 術 上 の 基

準・同解説（平

成 30 年 5月）

P482 参照 

以上より、①の「○ ○ ○」が最も適当である。 
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設問番号 問題１６ 

解答例  ① 

解 説 参考文献 

(１) 記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の

技 術 上 の 基

準・同解説（平

成 30 年 5月）

P680 参照 

(２) 記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の

技 術 上 の 基

準・同解説（平

成 30 年 5月）

P682 参照 

(３) 記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の

技 術 上 の 基

準・同解説（平

成 30 年 5月）

P682 参照 

(４) 記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の

技 術 上 の 基

準・同解説（平

成 30 年 5月）

P684 参照 

以上より、不適切な記述は０であり、①が最も適当である。 
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設問番号 問題１７ 

解答例  ⑤ 

解 説 参考文献 

港湾基準に以下のような記載があるため、（ア）は、平均干潮面、（イ）は、朔

望平均干潮面、（ウ）は、腐食しろ、（エ）は、小さい である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

港湾の施設の技術上の

基準・同解説（平成 30

年 5 月） 

P603 参照 

以上より、正しい組み合わせは⑤となる 
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設問番号 問題１８ 

解答例  ③ 

解 説 参考文献 

① スリット幅は，反射率を極小とする開口率を得ることから定まる

が，貝，藻類などが付着して開口率が減少することもあるので，付

着物の厚さを見込み適切なスリット幅を決定する．（〇） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P658 参照 

② 遊水室頂部が上床版で完全に閉じられている場合，波によって上

部に空気が閉じ込められることが多く，衝撃圧が作用する場合が

ある．（〇） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P659 参照 

③ 前壁のスリット柱の断面力の検討に用いる作用として，浮遊時水

圧や波圧，流木など漂流物による衝撃力のほか，前壁上部から伝

達される「モーメント」を考慮する．（×） 

正解は，前壁のスリット柱の断面力の検討に用いる作用として，

浮遊時水圧や波圧，流木など漂流物による衝撃力のほか，前壁上

部から伝達される「軸力」を考慮する 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P661 参照 

④ 隔壁スリット柱は両端固定梁としてモデル化され，そのスパンは

支持部材の中心間隔とするのが基本である（〇） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P666 参照 

⑤ 一般にスリットケーソンの断面は，非対称となり重心が偏心する

ことが多いので，クレーンによる吊り上げ時及び浮逝時にはあら

かじめバラストを入れて平衡を保つよう検討する．（〇） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P658 参照 

以上より、不適切な記述は③となる． 
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設問番号 問題 19 

解答例  ⑤  

解 説 参考文献 

(ア)等分布荷重でなく集中荷重である。（×） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P732 参照 

(イ)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P738 参照 

(ウ)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P738 参照 

(エ) 圧縮係数 Cc 又は体積圧縮係数 mv から計算できるのは、圧密沈下

の経時変化でなく、最終沈下量である。（×） 

 

   

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P319,P321 参照 

以上より、⑤の「×〇〇×」が適当である。 
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設問番号 問題 20 

解答例  ③ 

解 説 参考文献 

(１) 記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P497 参照 

(２)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P497 参照 

(３) フライアッシュは、ボイラーの燃焼ガスから集じん装置等で採取

されたものであるが、砂状の粒度分布ではなくシルト状の粒度分布を示

す。砂状の粒度分布を示し、透水性も砂と同程度なのは、クリンカアッ

シュである。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P508 参照 

(４) 記載のとおりである。（〇） 

   

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P507 参照 

(４) 記載のとおりである。（〇） 

 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P803 参照 

以上より、不適切な記述は③である。 
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設問番号 問題２１ 

解答例  ⑤ 

解 説 参考文献 

(ア)スラリー 

 海上工事や大規模な陸上工事では、スラリー状の固化材が用いられる。

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P757 参照 

(イ)支持力 

図-5.2.2 に示されたように深層混合処理工法の外部安定の照査項目

は、「永続状態」及び「レベル１地震動に関する変動状態」において、そ

れぞれ滑動、転倒、支持力の照査が必要である。 

図-5.5.2 深層混合処理工法の性能照査の手順例 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P783 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ウ)せん断応力 

 （イ）の図-5.2.2 において、深層混合処理工法の内部安定の照査項目

は、「永続状態」及び「レベル１地震動に関する変動状態」において、そ

れぞれ端し圧、せん断応力、抜け出しの照査が必要である。 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P783 参照 

 

(エ)円形すべり 

 通常の土砂と比較して改良体の強度は、一般に大きいので改良体内を

通過する円弧すべりの検討は省略しても良いとされている。 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P798 参照 

以上より、⑤が適当である。 
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設問番号 問題２２ 

解答例  ② 

解 説 参考文献 

(ア)（×） 

サンドコンパクションパイル打設に伴い水平方向の圧密排水効果によ

り圧密沈下の速度は速くなる。 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P757 参照 

(イ)（×） 

上載荷重が剛性の大きい締め固められた砂杭に集中するため沈下量の

低減が期待できる。 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P757 参照 

(ウ)記載のとおりである。（〇） 

杭の材料として、製鋼スラグ、銅スラグ、フェロニッケルスラグ、カ

キ殻等を用いることが行われている。 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P818 参照 

(エ) （×） 

 粘性土地盤は、砂杭打設の過程で攪乱され打設直後は強度が低下して

いるため、必ずしも複合地盤の強度が大きくなっているとは言えない。

打設された砂杭は排水層としても機能するため、時間とともに強度の回

復が見込まれる。 

港湾の施設の技術の基準・同

解説（平成 30年 5月） 

P821 参照 

以上より、②の××○×が適当な組み合わせである。 
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設問番号 問題２３ 

解答例  ② 

解 説 参考文献 

設問の和訳は、以下のとおりである。 

次の 3つの文は、水路や流域の沈下や浅瀬化について述べたものであ

る。正しい文と誤った文の組み合わせとして、最も適切なものを選んで

ください。 

 

a) 波が穏やかになる防波堤の後ろでは沈泥は発生しない。 

b) 浚渫された航路の沈殿のリスクは、航路が浅海部よりも深い沖合で

浚渫される場合に増加する。 

c) ポケット浚渫は航路の埋没対策の一つであり、水路の上流域を土砂

の輸送方向に浚渫することで、より効果的となる。 

 

 

a) 埋没（シルテーション）は、静穏域あるいは滞流域で発生しやすい。

（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P269 参照 

b) 沖合部よりも浅海部の法が航路周辺の海底での底質移動量が多く埋

没（シルテーション）しやすい。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P269 参照 

c) 記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P856 参照 

   

 

 

以上より、②が最も適当である。 
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設問番号 問題２４ 

解答例  ④ 

解 説 参考文献 

(１) 記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1001 参照 

(２) 記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1001 参照 

(３) 記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1001 参照 

(４) 記載のとおりである。（〇） 

   

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1002 参照 

以上より、④の「×〇〇×」が適当である。 
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設問番号 問題２５ 

解答例 ①  

解 説 参考文献 

・防波堤の変動波浪に対する堤体の滑動に対する安定性の検討には下式

が用いられる（各記号の説明は参考文献を参照のこと）。 

 

 

・防波堤の変動波浪に対する堤体の転倒に対する安定性の検討には下式

が用いられる（各記号の説明は参考文献を参照のこと）。 

 

 

 

 

 

・問題における荷重項 Rと抵抗項 Sを表す式の組合せ一覧 

 

 

 

 

 

②と⑤は、滑動の荷重項に揚圧力が無い。(×) 

③と④は、滑動の抵抗項にアーム長が乗じられている。(×) 

 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P927～930 参照 

以上より、滑動および転倒を検討する場合の関係式における抵抗項 R と荷重項 S を表す式の組合せとし

て、①が最も適当である。 
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設問番号 問題２６ 

解答例  ① 

解 説 参考文献 

設問の和訳は、以下のとおりである。 

消波ブロックで被覆された混成堤の被覆ブロックの所要質量は、以下

の 2 つの式で表される。 

 

 

 ここで、Ｍはブロックの所要質量、ρrは密度，Ｎsは安定数、Ｓrはブ

ロックの水に対する比重、ＣHは｛Ａ｝の効果を表す係数、ａ，ｂはブロ

ックの形状や斜面勾配などによる係数、Ｎ0は被災度，Ｎは波の個数であ

る。以下に示す条件でブロックの所要質量{Ｂ}を計算し、①〜⑤から正

しい答えを選びなさい。 

 

 ここで、 

ＡとＢの正しい組み合わせを選びなさい。 

Ａ       Ｂ 

①    砕波      10t 

②  ブロック積み    20t 

③  ブロック積み    30t 

④ ブロックの空隙率   10t 

⑤ ブロックの空隙率   20t 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P238～240 参照 

 

 

・ＣHは砕波の効果を表す係数なので、{Ａ}は{wave breaking}が適当で

ある。 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P242 参照 

・ブロックの所要重量{Ｂ}を計算する。 

 Ｎs＝1×{2.3×(0.3／100000.5)0.2＋1.3} 

＝1×{2.3×(0.003)0.2＋1.3}＝1×{2.3×0.3＋1.3}＝1.99≒2.0 

 Ｍ＝(3000/1000)×63／2.03／(3.0－1)3＝10.125t≒10t 

 

以上より、①のＡ(wave breaking)、Ｂ(10t)が最も適当である。 
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設問番号 問題２７ 

解答例  ③ 

解 説 参考文献 

 割石による腹付工によってケーソン式混成堤を補強した場合の滑動に

関する照査式中の抵抗項 Rkは以下に示すとおりである。 

設問の式中の f2Phは、下記 RK式中の PVKに該当する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

 PP934-935 参照 

以上より、③が適当である。 

 

  

（Pvは上向きに作用する） 
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設問番号 問題２８ 

解答例  ⑤ 

解 説 参考文献 

(ア)固有周期および「加速度フーリエスペクトル」を用いて照査用震度

を算定するのではなく、固有周期および「加速度応答スペクトル」を用

いて照査用震度を算定するため、誤っている。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1209 参照 

(イ)鋼管杭の曲げ耐力は、同じ径 D では、直径 D と板厚 t の比である径

厚比 D/t が「大きく」なるほど、鋼管杭の曲げ耐力は小さくなる。（×）

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1215 参照 

(ウ)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1215 参照 

以上より、⑤の「× × 〇」の組合せが最も適当である。 
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設問番号 問題２９ 

解答例  ④ 

解 説 参考文献 

問題文の和訳は以下のとおりである。 

次の桟橋の固有周期として最も適切なものを選択しなさい。 

桟橋は 1 ブロック 16 本の杭から構成されている。固有周期の計算で

は，上部構造（コンクリート床版と梁）の質量のみを考慮し，杭の質量

は考慮しない． 

桟橋の上部工の重量と杭頭の横バネ係数は次の通りである． 

桟橋の上部構造（コンクリート床版と梁）1 ブロック当たり重量 

W=19600kN，杭頭の水平方向ばね定数（1杭あたり）kh=4500kN/m 

 

 桟橋の固有周期は、下式より算定できる。 

 Ts=2π√｛W/(g･K)｝ 

 Ts：桟橋の固有周期(s) W：桟橋上部工重量(kN) 

 g：重力加速度(9.81m/s2) K：桟橋の水平ばね定数(kN/m) 

杭は剛な上部工で結合されているため、並列ばねとみなし、下記にて

算出する 

Ts＝2π×√{19,600／(9.81×4,500×16)}＝1.047s 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1209 参照 

以上より、④1.05s が最も適切である。 
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設問番号 問題３０ 

解答例  ② 

解 説 参考文献 

(１)記載の通りである。（○） 

 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1060 参照 

(２)誤りである。（×） 

 岸壁の天端高は、朔望平均満潮面（H.W.L.）を基準として設定される。

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1059 参照 

(３)記載のとおりである。（○） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1060 参照 

(４)記載のとおりである。（○） 

 技術基準に係留施設の築造限界について図示されているが、接岸時の

船舶ローリング、係留時のピッチング、ヒービング等を特に考慮してい

ない点に注意が必要と記されている。 
 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1059 参照 

以上より、不適切な記述は１つであり、②が適当である。 
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設問番号 問題３１ 

解答例  ② 

解 説 参考文献 

(１)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1064 参照 

(２)記載のとおりである。ロウの方法による矢板壁の根入れ長の特性値

はシミラリティナンバーωから計算することができる。図-2.3.15 より

矢板壁の剛性 EI が高くなるほど（シミラリティナンバーω(=HT4lh/EI)

が小さくなるほど）、矢板壁の根入れ長 DFとタイ材取付点から海底面ま

での高さ HTの比δs(=DF/HT)が大きくなるため、DF=δs×HTの関係より必

要根入れ長が長く算定されることが分かる。（〇） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1100 参照 

(３)横抵抗に対する直杭の根入れ長は仮想地表面下 3/β以上とするこ

とが一般的であり、誤っている。（最低でも 2/β以上）また、杭の支持

力照査を合わせて実施し、最終的な杭長を定める。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1214 参照 

(４)記載のとおりである。緊急物資輸送対応の耐震強化施設（特定）の

要求性能はレベル 2 地震動に関する偶発状態に対する使用性であり、

緊急物資の輸送に対して支障を及ぼさない程度の損傷に留まる必要が

ある。これに対し、耐震強化施設（標準）は修復性が要求性能となり、

レベル 2 地震動の作用後の一定期間（約一週間）の後に緊急物資の輸送

が可能となるよう回復できる程度の損傷に留まる必要がある。（〇） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P1049 参照 

以上より、不適切な記述は１つであり、②が最も適当である。 
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設問番号 問題３２ 

解答例  ③ 

解 説 参考文献 

(ア)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P271 参照 

(イ)問題文はトラフではなくカスプに対する説明であり、誤っている。

（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P271 参照 

(ウ)砂浜の地下水位は潮位より遅れて変化する。上げ潮時には地下水位

が低いので、浜に遡上した海水は地下に浸透し易い。海水の遡上時に運

ばれた土砂がそこに「堆積する」ような地形変化を示すため、誤ってい

る。（×） 

港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P282 参照 

(エ)記載のとおりである。（〇） 港湾の施設の技術上の基準・

同解説（平成 30 年 5 月） 

P279 参照 

以上より、③の「〇××〇」が最も適当である。 
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設問番号 問題３３ 

解答例   ③ 

解 説 参考文献 

（１）記載のとおりである。（〇） 海洋・港湾構造物設計士がめ

ざすべきもの（財）沿岸技術

研究センター 令和 4 年 4月 
（２）記載のとおりである。（〇） 

（３）記載のとおりである。（〇）  

（４）裁量は縮小されるのでなく、拡大される（×）  

以上より、③の「〇、〇、〇、×」の組合せが適当である。 
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設問番号 問題３４ 

解答例    ⑤ 

解 説 参考文献 

（ア） 秘密保持義務は 業務を提供する相手(相手または組織)に限定

されるものではない。（×） 

海洋・港湾構造物設計士がめ

ざすべきもの（財）沿岸技術

研究センター令和 4年 4 月 
（イ）記載のとおりである。（〇） 

（ウ）記載のとおりである。（〇）  

（エ）記載のとおりである。（〇）  

以上より、⑤の「×、〇、〇、〇」の組合せが適当である。 
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設問番号 問題３５ 

解答例  ③ 

解 説 参考文献 

（ア）記載のとおりである。（〇） 海洋・港湾構造物設計士がめ

ざすべきもの（財）沿岸技術

研究センター令和 4年 4 月 
（イ）記載のとおりである。（〇） 

（ウ）対象地域に限られた社会慣行も配慮すべきであるため、不適切で

ある。（×） 

 

（エ）記載のとおりである。（〇）  

以上より、適切でないものは（ウ）の③である。 
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